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宝
塚
防
火
協
会
は
、
令
和

八
年
五
月
二
十
一
日
(木
)に

宝
塚
大
劇
場
エ
ス
プ
リ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度

宝
塚
防
火
協
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
宝
塚
防

火
協
会
栗
原
会
長
か
ら
協
会

会
員
皆
様
方
に
協
会
の
運
営

及
び
諸
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ

る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で

の
協
会
事
業
推
進
に
対
す
る

会
員
各
位
の
絶
大
な
ご
支
援

と
ご
協
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
、
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
や
各
消
防
ク

ラ
ブ
、
自
主
防
災
組
織
へ
の

育
成
強
化
を
は
じ
め
、
防
火

啓
発
事
業
へ
の
協
力
な
ど
、

こ
れ
ま
で
永
き
に
わ
た
り
消

防
本
部
と
消
防
団
が
取
り
組

ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
様
々
な

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
一
層

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
宝
塚
防
火
協
会
顧

問
で
あ
る
荻
野
消
防
長
か
ら

「
市
民
へ
適
切
な
消
防
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
応
じ
た
体
制
の
強

化
を
図
り
、
市
民
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
各
議
案
に
つ
い
て

は
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、

令
和
七
年
度
の
事
業
報
告
及

び
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
と

令
和
八
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
執
行
計
画
等
に
つ
い

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

⿠
議
案
第
一
号

令
和
七
年
度
宝
塚
防
火
協

会
事
業
報
告
に
つ
い
て

⿠
議
案
第
二
号

令
和
七
年
度
宝
塚
防
火
協

会
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

⿠
議
案
第
三
号

令
和
八
年
度
宝
塚
防
火
協

会
事
業
計
画
に
つ
い
て

⿠
議
案
第
四
号

令
和
八
年
度
宝
塚
防
火
協

会
収
支
予
算
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
の主

な
事
業

〈
啓
発
宣
伝
活
動
〉

⿠
幼
年
・
少
年
・
女
性
各
防

火
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導

⿠
広
報
紙
「
消
防
宝
塚
」
の

発
刊

⿠
春
及
び
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
お
け
る
事
業
の
推
進

〈
講
習
会
等
の
開
催
〉

⿠
各
種
防
火
管
理
講
習
会
の

開
催

⿠
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

会
の
開
催

〈
調
査
研
究
部
会
〉

⿠
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
視
察

研
修

⿠
防
火
協
会
会
員
視
察
研
修

〈
表
彰
関
連
〉

⿠
兵
庫
県
知
事
表
彰
、
兵
庫

県
危
険
物
安
全
協
会
代
表

理
事
表
彰
、
宝
塚
防
火
協

会
表
彰

宝
塚
防
火
協
会
役
員
の

異
動
・
就
任

⿠
常
任
理
事

Ｔ
Ｏ
Ａ
株
式

会
社

ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ

ア総
務
部
長

藤
本

雅
則

⿠
常
任
理
事

日
本
中
央
競

馬
会

阪
神
競
馬
場

場
長

繁
縄

孝
弘

⿠
監
事

築
野
食
品
工
業
株

式
会
社

第
一
生
産
本
部

宝
塚
工
場

工
場
長

山
本

正
人

⿠
監
事

阪
急
電
鉄
株
式
会

社

創
遊
事
業
本
部

創

遊
統
括
部

課
長

上
田

信
行

⿠
理
事

株
式
会
社
大
阪
砕

石
工
業
所

工
場
長

船
ケ
谷

秀
哲

⿠
会
計

宝
塚
市
消
防
本
部

予
防
課

係
員

杉
野

真
吾

宝塚市内の救急件
数は、令和６年に過
去最多の13,997件を
記録し、令和７年に
は13,507件と490件
の減少に転じました。
この要因としまして
感染症や熱中症の発
生状況の変化に加え、
令和７年７月より開
始した救急安心セン
ター事業「＃７１１
９」の普及が大きく

し、宝塚防火協会の
協力を得まして、運
用開始当初から救急
車のリアガラスに周
知用ステッカーを掲
出するなど、市民の
目に触れやすい多角
的な広報を展開して
まいりました。

兵
庫
県
公
館
に
お
い
て
、

令
和
八
年
六
月
十
八
日（
木
）

に
危
険
物
安
全
・
安
心
大
会

が
開
催
さ
れ
、
消
防
庁
長
官

表
彰
、
兵
庫
県
知
事
表
彰
、

一
般
財
団
法
人
全
国
危
険
物

安
全
協
会
理
事
長
表
彰
及
び

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険

物
安
全
協
会
代
表
理
事
表
彰

の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
消
防
法
に

基
づ
く
危
険
物
の
許
可
施
設

を
保
有
さ
れ
て
い
る
事
業
所

及
び
危
険
物
取
扱
作
業
従
事

者
に
対
し
て
、
災
害
防
止
及

び
保
安
管
理
の
徹
底
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
事
業
所
ま
た

は
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

⿠
一
般
財
団
法
人
全
国
危
険

物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

個
人
表
彰

「
有
限
会
社
宝
塚
石
油

前
田

美
昭
」

⿠
兵
庫
県
知
事
表
彰

優
良
取
扱
者

「
社
会
福
祉
法
人

聖
隷

福
祉
事
業
団

ウ
ェ
ル
・

エ
イ
ジ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

宝
塚
エ
デ
ン
の
園

高
畑

健
司
」

⿠
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危

令
和
八
年
六
月
七
日
(日
)

か
ら
十
三
日
(土
)ま
で
、
全

国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
も
、
危
険
物
安
全

週
間
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ

る
た
め
の
懸
垂
幕
の
掲
出
や

危
険
物
施
設
へ
の
立
入
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

(写真左から)築野食品工業㈱ 岡部
典彦様、㈲宝塚石油 前田 美昭様、
宝塚エデンの園 高畑 健司様

令
和
八
年
六
月
七
日
(日
)

に
、｢現
場
活
動
基
本
訓
練

・
新
入
団
員
教
育
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
新
入

団
員
を
含
む
全
団
員
を
対

象
に
、
消
防
活
動
に
お
け

る
基
本
的
な
知
識
、
救
命

技
術
の
習
得
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ス
延
長
、

放
水
技
術
な
ど
の
基
本
訓

険
物
安
全
協
会
代
表
理
事

表
彰

優
良
危
険
物
事
業
所

「
株
式
会
社
ミ
ツ
ワ

コ

テ
ィ
宝
塚
１
７
６
」

優
良
危
険
物
取
扱
者

「
築
野
食
品
工
業
株
式
会

社

第
一
生
産
本
部
宝
塚

工
場

岡
部

典
彦
」

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

危
険
物
安
全
週
間

練
に
お
け
る
個
々
の
ス
キ

ル
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
各
種
訓
練
を
通
じ
て

分
団
間
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

雨
の
中
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
が
、
災
害
に
強
い

組
織
づ
く
り
へ
向
け
て
一

歩
前
進
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

宝
塚
市
消
防
団
現
場
活
動
基
本
訓
練
・

�
�
�
�
�
�
�
�

新
入
団
員
教
育
訓
練

宝
塚
防
火
協
会
危
険
物
安
全

部
会
の
協
力
に
よ
り
、
危
険

物
を
取
り
扱
う
各
事
業
所
に

安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
啓
発
ポ

ス
タ
ー
、
広
報
物
な
ど
を
配

布
し
掲
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

令和８年度

令和８年度
令和８年度
����全国統一
����防火標語

全週間推進標語につ
きましても、一般公

�募作品の中から「つ
����� ���かみ取れ⽑ めざす
������無事故の頂を」が選
ばれました。
これらの防火標語

は、火災予防思想を
より広く普及させる
ことを目的に、その
年のポスターに使用
するほか、各種火災
予防広報の啓発に活
用します。

令和８年度全国統一
防火標語は、一般公募
作品の中から「火の確
認 いい日を支える
いい習慣」が選ばれま
した。また、危険物安
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救急安心センター事業「＃７１１９」報告

その結果、兵庫県下でも高い利用率を維持し
ており、月間約600件（全体件数の約3.3％）の
問い合わせが宝塚市内から「＃７１１９」へ繋
がっています。
依然として救急搬送者の約４割を軽症者が占
めるという課題は残るものの、市民が迷った際
に医療相談へアクセスできる環境が整い、指令
センターへの問い合わせ件数も大幅に減少する
など、確かな効果が表れておりますことをご報
告させていただきます。

危険物施設への
立入検査

宝塚市消防本部・
西消防署合同庁舎

㈱ミツワ コティ宝塚１７６
様（表彰式当日は欠席のた
め後日表彰状を授与)

令和
８年度

宝
塚
防
火
協
会
総
会
の
開
催
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�
�
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兵
庫
県
危
険
物
安
全
･安
心
大
会

令
和
八
年
度

寄与していると考えております。
本市では、救急車の適正利用という課題に対
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南

海
斗

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
人
の

命
を
救
う
消
防
吏
員
に
憧
れ

て
お
り
そ
の
夢
が
叶
い
大
き

な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
消
防
学
校
で
日
々
厳

し
い
訓
練
や
勉
強
を
行
っ
て

い
ま
す
。
消
防
学
校
卒
業
後

は
、
宝
塚
市
の
消
防
吏
員
と

し
て
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
い
、
市
民
と
街
を
守
り
誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
宝

塚
市
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

年中園児は、クラブ員として「火
事を起こさないための勉強」、「自分
の命を守る勉強」及び防火教室を通
じて、クラブ員としての心構えを学
びました。
今後も、防火啓発活動を通じて幼

年期における防火、防災意識の高揚
に努めてまいります。

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日
(木
)か
ら
二
十
八
日
(土
)ま
で
の
三

日
間
、
社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団

ウ
ェ
ル
・
エ
イ
ジ
ン

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

宝
塚
エ
デ
ン
の
園
の
敷
地
内
に
お
い
て
実

践
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
解
体
予
定
の
建
物
を

訓
練
施
設
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
基
本
訓
練
、
火
災
想

定
訓
練
、
高
所
か
ら
の
救
出
救
助
訓
練
な
ど
災
害
現
場
に
即
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
技
術
の
強
化
だ
け
で
な
く

災
害
現
場
で
の
連
携
強
化
を
主
眼
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
多
種
多
様
な
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
し
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
一
日
(月
)

に
、
宝
塚
市
立
病
院
の
講
堂

に
お
い
て
救
急
隊
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
研
修

会
で
は
、
病
院
と
救
急
隊
の

連
携
強
化
及
び
隊
員
の
知
識
、

資
質
の
向
上
を
目
的
に
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基

づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

令
和
八
年
六
月
九
日
(火
）

に
、
宝
塚
市
消
防
本
部
管
理

隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
八
年
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
、
西
消
防
署
及
び

東
消
防
署
で
水
防
訓
練
を
実

（左から）棚
たな

木
き

渉
わたる

、大
おお

西
にし

悠
ゆう

斗
と

、南
みなみ

海
かい

斗
と

、村
むら

木
き

力
ちから

、
志
し

水
みず

向
ひ

日
ま

葵
り

、柏
かし

原
はら

温
はる

思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
、
消

防
学
校
で
の
日
々
を
大
切
に

し
て
多
く
の
知
識
、
技
術
を

吸
収
し
て
宝
塚
市
に
貢
献
で

き
る
消
防
吏
員
に
な
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

志
水

向
日
葵

消
防
吏
員
と
し
て
の
生
活

が
始
ま
り
、
消
防
学
校
で
は

必
要
な
知
識
や
技
術
、
規
律

を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

仲
間
と
の
協
調
性
や
困
難
に

立
ち
向
か
う
精
神
力
も
養
え

る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
現
場
に

お
い
て
も
冷
静
に
広
い
視
野

を
持
ち
、
柔
軟
に
対
応
で
き

る
職
員
を
目
指
し
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
一
つ
で
も
多

く
の
こ
と
を
学
び
吸
収
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
に
安

心
を
与
え
、
信
頼
さ
れ
る
消

防
吏
員
と
し
て
宝
塚
市
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

柏
原

温

私
は
宝
塚
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
学
校
生
活
、
地
域
活
動

を
通
し
て
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
育
っ
て
き
ま
し
た
。
高

校
時
代
の
経
験
か
ら
消
防
吏

員
を
志
し
、
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
宝
塚
市
の
市
民

の
方
々
に
恩
返
し
が
し
た
い

と
い
う
思
い
で
宝
塚
市
消
防

本
部
を
志
望
し
ま
し
た
。
消

防
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
十
月

か
ら
現
場
に
出
ま
す
。
新
人

で
あ
っ
て
も
市
民
の
方
か
ら

見
れ
ば
一
人
の
消
防
吏
員
で

す
。
そ
の
自
覚
を
持
ち
、
こ

の
半
年
間
で
基
礎
を
固
め
、

応
用
力
を
身
に
つ
け
、
市
民

の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消

防
吏
員
を
目
指
し
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
局
地
的
集

管
理
隊
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
消
防
隊
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
情
報
収
集

や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行

う
部
隊
で
す
。

訓
練
で
は
、
近
年
、
発
生

確
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
豪

雨
災
害
を
想
定
し
、
被
害
状

況
の
把
握
、
情
報
共
有
、
応

援
部
隊
の
的
確
な
配
置
、
関

係
機
関
の
対
応
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
対
応
能
力
の

練
及
び
臨
床
思
考
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓

練
を
通
じ
て
現
場
判
断
、
医

師
と
の
連
携
、
家
族
対
応
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

病
態
把
握
や
認
識
共
有
の
促

進
を
図
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
従
事

す
る
医
師
も
参
加
し
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
Ｒ
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
周
知

各幼稚園において、現クラブ員で
ある年長園児から次年度クラブ員に
なる年中園児に対して、クラブ旗及
び法被の引継ぎを行いました。

向
上
に
努
め
、
市
民
の
安
全
、

安
心
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

と
医
療
連
携
の
強
化
を
図
る

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

※
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

人
生
の
最
終
段
階
に
あ
り

心
肺
蘇
生
を
望
ま
な
い
心

肺
停
止
傷
病
者
へ
の
対
応

プ
ロ
ト
コ
ー
ル

※
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
従
事
医
師

救
急
活
動
に
対
す
る
救
急

隊
へ
医
学
的
な
指
示
、
助

言
等
を
行
う
医
師

｢社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団

ウ
ェ
ル
･エ
イ
ジ
ン
グ
･コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
宝
塚
エ
デ
ン
の
園
」
協
力

令
和
八
年
度

中
豪
雨
に
よ
る
水
災
害
時
に

備
え
、
水
防
活
動
時
の
万
全

を
期
す
と
共
に
、
現
場
活
動

に
直
結
し
た
水
防
技
術
の
向

上
を
図
り
、
市
民
生
活
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
に
雨
水

が
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
。｣

と
の
想
定
で
、
都
市
型
水
害

を
意
識
し
た
知
識
の
習
得
及

び
工
法
の
習
熟
を
図
り
ま
し

た
。今

後
も
、
市
民
生
活
の
安

全
を
確
保
で
き
る
よ
う
消
防

力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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（令和８年度採用職員)
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解
体
予
定
建
物
を
活
用
し
た
実
践
訓
練


